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 暑さが日ごと厳しくなってきました。湿度も高く、室内にいても熱中症への注意が必要

です。１学期の登校はあと４日となり、子どもたちは学期のまとめに取りかかっていま

す。生徒たちは、日々の学習も部活動も毎日全力で頑張っています。保護者の皆様、地域

の皆様、子どもたちへの声かけや応援、見守りをいつもありがとうございます。 

伝統漁法 鮎しゃくり漁体験!! 
 7 月 11 日(火)、本年度も鮎のしゃくり漁体験を行うことができました。当日はよく晴

れ、さわやかな風が吹き渡る三島橋の下で生け簀を組み、伝統漁法のしゃくり漁を体験し

ました。体験の前には、四万十川漁連組合長さんから、「体験活動が始まった頃から川のき

れいさは変わっておらず、地域でこの環境が維持されていることはすばらしいことであ

り、現在、このような場所は貴重であること」などを教えていただきました。自分たちが

住んでいる地域のすばらしさを改めて実感する貴重な機会となりました。 

今年も早朝より生け簀の準備やしゃくりを教えてくださった佐竹 英一さんをはじめ神

田 修さん、鮎を提供してくださった四万十川漁連や四万十市役所の皆様のご支援・ご協

力に感謝申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

将来に向けて 
 社会に出たとき、夢や希望、志をもって生活していくこと 

はとても重要なことです。そのためには、社会の状況や職業 

等を知ることも大切です。中学卒業後の進路もあわせて、自 

分の将来を考える機会として 

6/26(月)に高校説明会を行い 

ました。宿毛工業高校、幡多農業高校、中村高校の校長先生

から各学校の特色や高校での学習内容等を説明していただ

き、中学校との違いを学びました。7/5(水)には、ジョブカ

フェ高知のスタッフを講師に迎え、働く意義を考え、自分に 

適している職種についてアンケート形式で診断テストを行いました。それぞれが自分の将

来について考え、そのためにすべきことなどを具体的に考えたことでした。 
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